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上で述べてきたことを考慮すると， A. Caroll のモデルを紹介しておくことは，今後の研究を
ヨリ実り多きものとしていくという点で，一定の意義があると思われる。
インモラル企業の「インモラル」とは「非倫理的」と同義であり， A. Caroll によれば，単に
倫理原則を欠いているだけでなく倫理的とみなされているものと反対の管理が行われているこ











































1975年からチェイン・ブレーキを取り付けた製品の販売してきた McCulloch 社は， 1978年に，
チェインソー製造者団体を脱退した。
アモラル (amoral)企業とは， Caroll によれば，インモラル企業とモラル企業の混血 (hybrid)
であり，概念的には両者の中間に存在するが，決して「連続体」の真ん中に位置するものでは
なく，むしろ手重を異にするものである。




















倫理 のに対立する。意思決定はー 定や行動は倫理判断があては フェッショナル行動基準に従




動機 の利益のみを考える。 い，という意味で，然るべく 理規範の範囲内でのみ成功を考えてはいるが，利己的であ 目指す。
る。
目標 万難を排して利益と組織の成 利潤。他の目的は考慮されて 法律及び倫理基準内での利功を目指す。 いない。 潤。
法基準はマネジメントが自己 法律は倫理的ガイドであり， 法律の文言だけでなくその精
法律へ の目的達成のために克服すべ 合法的に何ができるかが，最 神にも従う。法は最低限の基
















































4. 社会活動グループ(消費者団体，教会，環境保護団体) , 
5. メディア，
6. 一般大衆，
7 .ビジネス支持団体(商工会議所，シンクタンク) , 
が例示されている。
このような「区分j の基準は必ずしも明確なものではなく，上記の例の場合，その「区分J





















していることになる。 principal は会社(企業)自体であり，その agent が経営者なのである。










( 3 ) これまでのスティクホルダー研究を総括した論文として， S. Coheh “Who Are The Stskeｭ
holder? What Difference Does It Make?" , Business & Proffessional Ethics Journal, 15-2 , pp. 
3-18.; R. Mitchell & D. Wood,“Toward a Theory of Stakeholder Identification and 
Salience: Defining the Principle of Who and What Really Counts" , Academy 01 Manageｭ
ment Review , 22-4 (1997) , pp.853-886. がある。
( 4 ) これは，片岡信之『現代企業の所有と支配』白桃書房， 1992年，を筆者が解釈したものである。







































( 6 ) デジョージ著山田経三訳『経済の倫理』明石書店， 1985年， 62-65ページ参照。
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いうまでもなく，上記以外のモデルも考えられるであろう。しかし， De George によれば， r論
証に耐えられる」ものは 5 つのモテールた・けなので、ある。またさらには， r重要なj 問題が未解決で、あ
る， との疑問が提起されるかもしれない。すなわち，それらのモデルのなかでどのモデルが正しい
のであろうか? 誰が現実に企業行動に対してモラル責任をもつべきなのか? という疑問が予想



















































会議場「マウンテンハウスj で開催されている。 MRA (Moral Re-Armament) は，武器ではなく
道徳的価値観で国際紛争や対立を予防・解決し，世界の平和と発展を志向する， 1938年にイギリス














































































































































(10) 宮坂純一『現代企業のモラル行動J 千倉書房， 1995年， 160-164ページ参照。
(11) R. DeGeorge , Business Ethics , 3rd ed. , Macmillian , 1990 , p. 206. 
































の「経済優先を考える会J (Council of E氾onomic Priorities: CEP) の企業考課方式は，この
点で，示唆的である。





開示に反対して， 1969年に，投資アナリスト A. Tepper によって創設された非営利組織であ
る。 CEPの関心領域は当初から環境汚染問題にありその傾向はその後も変化していないが，
同時にその関心領域は徐々に拡大してきており，今日では， Shoρρing for Better W orld の刊行
を通して，独自の企業評価を公表している。 CEPが提示している評価項目は必ずしも「固定
化J されたものではなく，当該時期の社会情勢を反映したものとなっている。例えば， Sh~ρρzng 



















我々がその意味で注目するのは，第 1 に， CEP式企業評価では，それぞれの評価項目につ
いて， ω著しくよい実績， (鴎平均より上の実績， (C)中間的な実績， (助平均より下の実績， (E) ま
ずしい実績，の 5 段階評価が採られていることである。これは，いわゆる倫理テストが実施し
(19) 
ている二者択一的な (YES OR NO) 方式と伺ーの評価方式である。評価の仕方がシンプルで
あることは分かり易く使いやすいということであり，その応用領域が広い，という点で，この
(16) 森本三男「企業社会業績の測定・評価J W青山国際政経論集.1 13, 1990年， 178-179ページ。森
本氏の一連の論文は， W企業社会責任の経営学的研究J 白桃書房， 1994年に収録されている。
(17) The Council of Economic Priorities , Sh刀tppingfor BetterWorld, 1994. , pp. 7-29. 
(18) 森本三男，前掲稿， 178ページ。
(19) これに関しては， S. Carmichal & J. Drummond , Good Business: A Guide to Coゆorate




第 2 に注目すべきこととして， CEP式企業評価が外部からの評価である，ということが挙
げられる。



























うな存在を， r社会的なもの」として，言い換えれば， r組織J として， r存続」させるためには，
なんらかのデバイス (device) が必要になってくる。そのデバイスが有効に「機能J しなければ，
企業はその「本性J に従って「利潤追求J の「装置J にとどまり続けることであろう。



































(2) 中村瑞穂「企業倫理と日本企業J r明大商学論叢J 第80巻第3 ・ 4号， 1998年， 177-178ページ。
(23) E. Vallance , Business Ethics at W ork , Cambridge , 1996 , p. 163. 
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図表 2 企業倫理の課題事項と関係領域
関係領域 価値理念 課題事項
カルテル，入札談合，取引先制限，市場分割，差別対格，差別取扱，
①競争関係 公正 不当廉売，知的財産権，侵害，企業秘密侵害，贈収賄，不正割戻，な
ど。
②消費者関係 誠実 有害商品，欠陥商品，虚偽・誇大広告，悪徳商法など。
③投資家関係 公平 内部者取引，利益供与，損失保証，損失補填，作為的市場形成，相場操縦，粉飾決算，など。
労働災害，職業病，メンタルヘルス障害，過労死，雇用差別(国籍・
④従業員関係 尊厳 人種・性別・障害者・特定疾病患者)，プライパシー侵害，セクシャル・
ノ、ラスメント，など。
⑤地域社会関係 企業市民 産業災害(火災・爆発・有害物質漏洩)，産業(排気・排水・騒音・電波・温熱)公害，産業廃棄物不法処理，不当工場閉鎖，計画倒産など。
⑥政府関係 厳正 脱税，贈収賄，不正政治献金，報告義務違反，虚偽報告，検査妨害，捜査妨害，など。
租税回避，ソーシャル・ダンピング，不正資金洗浄，多国籍企業の問
⑦国際関係 協調 題行動(贈収賄，劣悪労働条件，公害防止設備不備，利益送還，政治
介入，文化破壊)，など。
⑧地球関係 共生 環境汚染，自然破壊，など。
問題は数多く残されているが一一「総合的にJ 現代企業の在り方を評価できるという点で，今
までにない「大きな」可能性を秘めている，と思われるのであるが……。
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